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場第550号観

毎　月　10　日・25　日

福　岡　県　遠　賀　郡

水　巻　町　発　行

☆今　月　の　税　金☆

国民健康保険税（第1期分）
町　県　民　税（第1期分）

6月30日までに納めましょう．／

－　こ　の社会あなたの税が生蟄　竃齢　る　－
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今
年
も
梅
雨
の
時
期
を
迎
え
ま

し
た
が
、
あ
な
た
の
水
害
に
対
す

る
備
え
は
も
う
で
き
て
い
ま
す
か

町
で
は
、
こ
の
梅
雨
時
期
の
水

害
を
防
ぎ
、
ま
た
住
民
へ
の
被
害

を
最
少
限
に
く
い
止
め
る
た
め
各

関
係
機
関
が
集
ま
っ
て
「
水
巻
町

水
防
協
議
会
」
を
五
月
二
十
五
日

に
開
催
し
、
水
害
時
の
対
応
を
検

討
し
た
結
果
、
次
の
と
お
り
水
防

計
画
を
ま
と
め
ま
し
た
。
も
し
、

水
害
が
起
こ
っ
た
場
合
、
自
分
の

避
難
場
所
な
ど
覚
え
て
お
き
、
あ

わ
て
ず
に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

自
分
の
避
難
場
所
は

覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
ク

町
水
防
協
議
会
で
は
、
溢
水
の
お
そ

れ
が
あ
る
河
川
や
、
土
砂
く
ず
れ
、
落

石
の
お
そ
れ
が
あ
る
山
な
ど
、
町
内
の

重
要
水
防
区
域
及
び
危
険
箇
所
を
次
の

表
の
と
お
り
指
定
し
て
お
り
ま
す
。

水　 防　 信　 号　 表

方法　区分 サイレン信号 説　　　　　 明

第 1信号 約5秒 約15秒 約5秒 約15秒 警戒水位に達した事
〇一休止　 〇一休止 を知らせる場合

第2 信号
約5豊 約昌竺霊 秒 崇 冒墨雷孟豊 警

第 3信号
約10秒 約5秒 約10秒 約5秒

水防管理団体の区域
内に居住する者が水

0 1 休止　 〇一休止
防の応援のために出
動すべき事を知らせ
るもの

第 4信号
約1分　5秒 約1分 必要と認める区域内

0 1 休止　 〇一 の居住者に避難すべ
き事を知らせるもの

ま
た
、
災
害
に
あ
っ
た
と
き
の
た
め

に
緊
急
避
難
場
所
も
指
定
し
て
お
り
ま

す
。
梅
雨
に
は
、
長
雨
や
集
中
豪
雨
な

ど
に
よ
っ
て
地
盤
が
ゆ
る
み
、
が
け
崩

れ
や
地
す
べ
り
が
発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
危
険
箇
所
の
近
く
の
人
は
、
充

分
注
意
が
必
要
で
す
。

特
に
、
最
近
で
は
宅
地
の
需
要
増
な

ど
か
ら
、
危
険
な
が
け
の
近
く
や
山
林

を
開
発
し
た
造
成
地
に
家
を
建
て
る
こ

と
が
多
く
な
っ
た
た
め
に
、
人
家
へ
の

影
響
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

非
常
事
態
に
は
、
次
の
と
お
り
サ
イ

レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
、
あ
な
た
の

家
庭
で
も
か
．
い
ざ
″
と
い
う
と
き
に
備

え
て
避
難
方
法
や
避
難
場
所
な
ど
を
話

し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

6
月
後
半
か
ら
7
月
前
半
に
大
雨

福
岡
管
区
気
象
台
が
五
月
二
十
一
日

九
州
北
部
地
方
と
山
口
地
方
の
三
カ
月

予
報
を
発
表
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
梅
雨
入
り
は
六
月

六
日
、
明
け
は
七
月
十
八
日
と
平
年
な

み
。
降
雨
量
も
五
五
〇
ミ
リ
前
後
の
平

年
な
み
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
間
、
九
州

西
中
国
に
影
響
す
る
台
風
は
二
つ
ぐ
ら

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

（
6
月
の
予
報
）

梅
雨
前
線
の
活
動
は
、
前
半
は
弱
く

比
較
的
晴
れ
の
日
が
多
い
。
後
半
は
梅

雨
前
線
の
活
動
も
活
発
と
な
り
、
大
雨

の
恐
れ
も
あ
る
。
一
時
、
気
温
の
低
い

時
期
が
あ
る
。

（
7
月
の
予
報
）

梅
雨
前
線
の
活
動
が
引
き
続
き
活
発

で
、
大
雨
の
恐
れ
が
あ
る
。
梅
雨
明
け

後
は
平
年
並
み
の
暑
さ
と
な
り
そ
う
。

（
8
月
の
予
報
）

前
半
は
夏
型
が
安
定
す
る
。
後
半
は

寒
気
が
南
下
し
、
天
気
は
変
わ
り
や
す

く
、
局
地
的
に
大
雨
の
恐
れ
が
あ
る
。

水害等による緊急避難場所

区　　　 名
避　 難　 場　 所

第 1 避　 難　　 第　 2　 避　 難

立　 屋　 敷 公　　 民　　 館　 伊 左 座 小 学 校

伊　 左　 座 ケ

み ず ほ 団 地 ケ

水　 巻 南 中 学 校
八軒 神 社 ・信 行 寺 一ク

二　 町　 住 八軒 神社 ・公 民館 ク

林 ！住　 宅
伊 左 座 小 学 校

下
水 巻 商 中 学 校
公　　　 民　　　 館 ク

下　 二　 ＦＴ　住 公　　 民　　 館 ク

・ 入　 江 興 産 入 江 興 産 社 宅 ケ

吉　 田　 団　 地 集　　 会　　 場 吉　 田　 小　 学　 校

吉　 田　　 一 公　　 民　　 館

吉　 田　　 二 ♯ 船 神社 ・妙楽 寺
第 ．二　 保　 育　 園 ケ

吉　　 田　　 三 河 守神 社 ・公 民 館

美 吉 野 団 地
－ －

頃　 末　 南

頃　 末　 小　 学　 校
頃 禾 ・机 ・水 中の

各 学 校頃　 末　 北

机 林　 小　 学　 校 机　 小　 学　 校

古　　　　 賀 公　　 民　　 館 ケ

新　 生　 街 水　 巻　 中　 学　 校 水　 巻　 中　 学　 校

樋　　　　 口 公　　 民　　 館 猪　 熊　 小　 学　 校

猪　　　　 熊 庸 見神 社 ・公 民館 猪熊 小 ・庸 見神社

猪　 熊　 町 住 公 、 ・陸 ’ 館
猪　 熊　 小　 学　 校

鯉　 口　 田　 地 集　　 会　　 場 頃　 末　 小　 学　 校

机 社宅 ・宮 ノ下 公　　 民　　 館 ケ

古　 賀　 区 古 賀 区 供 用 施 設 水　 巻　 中　 学　 校

古　 賀　 巨日　地 〃 〃

梅 ノ水 団他 事 水 巻 中 央 幼 稚 園 ケ

高 松 団 蝿
－ －

高　 尾 団 地 ｌ
－ －

お　 か　 の　 台 － －

〇第1避軌ま部分的災害を想定した場合で近
くの公共施設等に一時収容する。
〇第2遊牡は非常時態が発生し、遠賀川埋防
ぎ益水、決壊鼻悪の場合。



（3）広呵這が症－刷＝…日日ⅢⅢⅢⅢ日日日日冊冊冊ⅢⅢｌ昭和59年6月10日胴…刷‖

危険山林箇所

地　　　　 区
予想 される危険

大　 字 小　　 字

1 猪　 熊 中　　 山 土砂 くずれ ・落石

2 猪　 熊 神　 ノ　手 ク　　　　　　　　　〃

3 猪　 熊 大　　 上 〃　　　　　　　　　〃

4 猪　 熊 十 三 塚 〃　　　　　　　　　〃

5 古　 賀 赤　　 水 ク　　　　　　　　　ク

6 古　 賀 卯　　 月 ク　　　　　　　　　〃

7 古　 賀 卯　　 月 ク　　　　　　　　　〃

8 古　 賀 社　　 林 一ケ　　　　　　　　　ク

9 古　 賀 江後 ノ上 〃　　　　　　　　　〃

10 頃　 未 釜　 ヶ　谷 ノシ　　　　　　　　　ノケ

11 頃　 末 大　　 平 ケ　　　　　　　　　ケ

12 軌 泉　 ノ　元 〃　　　　　　　　　〃

13 頼 ・頃末 明神 ヶ辻 ケ　　　　　　　　　ク

14 吉　 田 野　　 添 ケ　　　　　　　　　ク

15 吉　 田 御 輪 地 ケ　　　　　　　　　ク

16 吉　 田 宮　　 尾 ク　　　　　　　　　ケ

17 吉　 田 岩　 ノ　 ロ 〃　　　　　　　　　ク

18 吉　 田 ヌメリ石 ケ　　　　　　　　　ク

19 頃　 末 長　　 池 〃　　　　　　　　　〃

20 古　 賀 足　　 谷 崩　 壊 ・落　 石

21 頃　 未 東 河 原 〃　　　　　　　　ク

22 吉　 田 苗 代 谷 〃　　　　　　　 〃

23 吉　 田 後　　 谷 ケ　　　　　 ヶ

24 吉　 田 ヌメ リ石 土石流

●土石、地すべり、がけ崩れとは、どんなものでしょうか？

●危険なときには勇気を持って

避難しましょう。

長崎災害をはじめ全国各地の災害実例

から、危険時に自分の命を守るために

は勇気ある避難が大切な土砂災害対策

の一つであることを教えています。

溢水等の危険が予想される河川

Ｗ
謹 霊 意

吉田ノ一 ・二 ・三地区一帯700ｍ 溢　　　　　 水

凍 接 簿 ㌦ 躯 吉田ノ二（本村、滑石、御輪地）一帯300ｍ 溢 水 及 び埋 没

豆 工 事 妾 嫁 頃末先園から中組一帯200ｍ 溢　　　　　 水

鯉口地区一帯100ｍ ノシ

頃末南区鹿児島本線ぞい一帯 〃

笠慧こ屋」さ
住民票と戸籍謄・抄本

が取れます

住
民
票
を
取
り
た
い
が
、
仕
事
の
都

合
で
役
場
に
行
く
時
間
が
な
い
－
Ｉ
。

こ
の
よ
う
な
万
の
た
め
に
、
町
内
七
カ

所
の
た
ば
こ
屋
さ
ん
で
　
ヶ
住
民
票
″
や

〝
戸
籍
謄
・
抄
本
″
が
取
れ
る
「
お
届

け
交
付
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

指
定
さ
れ
た
お
店
で
、
午
後
二
時
ま

で
に
申
し
込
ま
れ
ま
す
と
、
翌
日
の
午

後
四
時
に
は
そ
の
店
に
お
届
け
い
た
し

ま
す
。
な
お
、
土
曜
日
は
午
前
十
時
ま

で
に
申
し
込
ま
れ
た
分
を
、
翌
々
日
の

月
曜
日
の
午
後
四
時
に
は
そ
の
店
に
お

届
け
い
た
し
ま
す
。
日
曜
、
祝
日
は
お

休
み
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
住
民
係
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
お
届
け
交
付
の
で
き
る
店
〕

。
原
口
商
店
（
二
町
住
入
口
）

。
千
々
和
商
店
（
下
二
町
住
バ
ス
停
前
）

。
白
石
商
店
（
吉
田
団
地
前
）

。
小
田
商
店
（
鯉
口
バ
ス
停
横
）

。
井
上
た
ば
こ
店
（
新
生
街
入
口
）

。
山
本
商
店
（
樋
口
商
店
街
入
口
）

。
岡
部
商
店
（
猪
熊
バ
ス
停
前
）

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
Ｌ
な
ど
犯

罪
の
被
害
に
あ
っ
て
警
察
や
検
察
庁
に

訴
え
た
の
に
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を

起
訴
（
裁
判
に
か
け
る
こ
と
）
し
て
く

れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
選
挙
違
反
や
汚

職
な
ど
社
会
の
耳
目
を
ひ
い
た
重
大
な

事
件
を
、
検
察
官
が
起
訴
し
な
か
っ
た

の
は
ど
う
も
納
得
で
き
な
い
。

．
ど
ん
な
不
満
を
も
っ
て
い
る
方
は
い

ま
せ
ん
か
？
　
そ
う
い
う
方
の
た
め
に

検
察
審
査
会
が
あ
る
の
で
す
。

犯
罪
の
被
害
甚
あ
っ
た
人
や
犯
罪
を

告
訴
、
告
発
し
な
い
こ
と
（
不
起
訴
処

分
）
に
不
服
の
あ
る
方
は
、
だ
れ
で
も

検
察
審
査
会
に
審
査
の
申
立
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
相
談
や
申
立
に
つ
い

て
の
費
用
は
一
切
無
料
で
す
し
、
秘
密

は
か
だ
く
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

小
倉
検
察
審
査
会
事
務
固
．

北
九
州
市
小
倉
北
区
金
田

福
岡
地
方
裁
判
所
小
倉
支
部

内

　

⑪

5

6

1

・

3

4

3

1
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おはようございま～す

「おはようございます」と、元気よく登校する児童たち

ヶ
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
ー
す
．
。
校

門
前
に
児
童
た
ち
の
元
気
な
声
が
響
き

わ
た
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
猪
熊
小
学
校

で
行
な
わ
れ
て
い
る
「
愛
の
ひ
と
声
あ

い
さ
つ
運
動
」
で
の
登
校
風
景
。

こ
の
運
動
は
、
こ
こ
数
年
、
親
子
の

対
話
が
少
く
、
非
行
化
に
走
る
子
が
目

立
っ
て
来
て
い
る
。
同
校
で
も
そ
の
傾

向
に
あ
っ
た
の
で
、
非
行
に
走
る
子
は

無
口
に
な
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
こ
と

に
気
付
き
、
昨
年
四
月
か
ら
始
め
ら

れ
て
い
る
。
「
話
さ
せ
る
　
語
り
か
け

る
」
こ
と
で
非
行
の
芽
を
摘
み
取
ろ
う

と
す
る
試
み
で
す
。

こ
の
運
動
に
は
、
学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

一
体
と
な
り
、
六
月
と
九
月
の
年
二
回

毎
朝
、
父
母
と
先
生
た
ち
が
校
門
前
に

五
、
六
人
ず
つ
立
ち
、
登
校
す
る
児
童

に
「
お
は
よ
う
」
と
声
を
か
け
て
い
ま

す
。
「
最
初
の
う
ち
は
、
あ
い
さ
つ
を

し
て
も
知
ら
ん
ぶ
り
し
て
い
た
児
童

も
、
最
近
で
は
児
童
の
方
か
ら
あ
い
さ

つ
す
る
よ
う
に
な
り
、
教
室
で
も
児
童

同
士
よ
く
話
し
、
先
生
た
ち
に
も
語
り

か
け
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
ま
た
、

こ
の
運
動
に
取
り
組
み
だ
し
て
か
ら
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
た
ち
も
、
校
区
外
で
ま
じ
が

自
分
の
子
・
人
の
子
″
の
区
別
な
く
、

子
ど
も
に
注
意
を
は
ら
い
、
気
軽
に
話

し
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
、
泉
谷

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
貞
末
校
長
が
言
わ
れ
る

よ
う
に
、
成
果
が
現
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
が
校
区
外
に
広
が
っ
て
行
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

「

．

い

伊左座北九州市長杯獲
北九州少女バレー春季新

Ｂ超日頃末優勝

北
九
州
市
長
杯
の
獲
得
を
目
指
し
、
少

女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、
若
松
区
星
陵

中
コ
ー
ト
に
二
十
一
チ
ー
ム
が
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

初
夏
の
よ
う
な
陽
気
中
、
父
母
ら
の
声

援
を
受
け
、
各
チ
ー
ム
力
い
っ
ぱ
い
の
プ

レ
ー
。
試
合
は
予
選
リ
ー
グ
を
勝
ち
ぬ
い

た
伊
左
座
、
頃
末
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

で
も
活
躍
、
Ａ
級
（
六
年
）
で
伊
左
座
、

Ｂ
級
（
五
年
）
で
頃
末
が
と
も
に
優
勝
、

水
巻
勢
が
タ
イ
ト
ル
を
独
占
し
ま
し
た
。

伊左座

Ｂ組決勝トーナメント

頃末

ＩＦｔ
高　　中　　頃　　陣

槻　　尾　　末　　山

Ａ級決勝トーナメント

2

再顎
伊　　永　　御　　中　　高　　平　　頃　　祝

左　！
丸
西

伊1左　座　3　連　覇∴ク

ー北部地区少女バレー大会－

去
る
五
月
十
三
日
、
第
三
回
北
部
地

区
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
福
岡
県

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
北
部
地
区

主
催
）
が
、
岡
垣
町
の
町
民
体
育
館
と

岡
垣
中
体
育
館
で
、
十
八
チ
ー
ム
が
参

加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
、
予
選
・
決
勝
と
も

ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
の
伊
左
座
が
三
連
覇

を
果
た
し
ま
し
た
。

決勝ト←ナメント

伊左座

主∃　4

門’日
精　熊

伊　　頃　　　猪

北
九
州
市
長
杯
を
獲
得
し
た
伊

左
座
チ
ー
ム

′‾＼
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6月の誤読相談
相談は無料で、秘密は堅く守ります。お気軽に

ご相談ください。

レ日　　時　6月12日、6月19日、6月25日

◎いずれも13時～16時

Ｄ場　　所　町民会館日本間

♭主　　催　町社会福祉協議会

水巻民謡会会員募集
民謡を明るく楽しく唱って、長い人生を毎日楽

しくすごしませんか。美容にも健康にも、とても

よいです。初心者も歓迎します。カラオケ指導も

いたします。

♭稽古場所　町民会館

レ稽古日時　毎週日曜日　午後7時から

レ月　　謝1，300円

※入会を希望される方は、岡田清さんにご連絡く

ださい（舎201・3726）。

一緒にラケットを握ってみませんか
－バドミントンクラブ部員募集一

町内のバドミントンクラブでは新部員を募集し

ています。専任のコーチが指導。初心者も歓迎し

ます。さわやかな汗を流してみませんか．／

◎ドリーム・スマッシュ

毎週土曜日10時－13時「おかの台町民体育館」

◎バドミントン同好会

毎週月曜日19時～21時「青少年体育センター」

毎週木曜日19時～21時「机小学校体育館」

※入会を希望される方は、直接練習場か村上尚さ

んへご連絡ください（魯201・4197）。

甘

く

ｃ

ｔ

ｔ

ｌ

ゲートボール大会
20チームで熱戦　猪熊Ａ優勝

第
一
ゲ
ー
ト
通
過
「
－
㌧
老
人
の
健

康
増
進
を
図
る
た
め
、
毎
年
閲
か
れ
て

い
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
五
月
二
十

五
日
、
吉
田
球
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

町
内
各
地
区
か
ら
二
十
チ
ー
ム
・
百

三
十
八
名
が
参
加
、
四
コ
ー
ト
に
分
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ト
で
の
勝
利
チ

ー
ム
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
行
な
い

熱
戦
の
末
、
猪
熊
Ａ
が
お
か
の
台
を
破

り
優
勝
し
ま
し
た
。

今
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
、
お
年
寄
り

の
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
。
競
技
大
会
も
多

く
な
り
ま
し
た
。
や
や
も
す
る
と
試
合

の
結
果
だ
け
に
目
が
向
き
が
ち
で
す
。

や
は
り
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
、
お
年
寄

り
の
運
動
不
足
解
消
と
親
睦
の
た
め
の

ス
ポ
ー
ツ
。
の
ん
び
り
、
気
楽
に
プ
レ

ー
し
て
く
だ
さ
い
。

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
。

一
位
　
猪
熊
Ａ
　
　
二
位
　
お
か
の
台

三
位
　
み
ず
ほ
Ｃ
　
四
位
　
頃
宋
Ａ

17

お　　頃

台　　Ａ Ａ

〔三位決定戦〕

脅
末　　　は

Ａ Ｃ

＿4ヽ＿41．4．－4ｔ＿ｄｔ．4－1

二、ラー二塁∴∴‘∴
°．

はなだ　なおと

花田　直人くん
昭和58年8月3日生

（反撃）さんの長男
：　音楽に合わせてリズムを取っ

！たり、′もィハイもよく出来るよ

ｉ　うになりました。とても愛想が

毒良く、みんなから可愛いがられ
！ています。素直で元気な子に育

ｉ　ってね。（吉田月夜待1038〕

蕪霊

おしうみ　ゆか

鴛海　有香ちゃん
昭和58年6月25日生

（苦ゆ至）さんの長女
最近2、3歩あるけるように

なりました。一人で歩けるのも
あと少し、がんばってね。誰か

らも愛される、素直でやさしい
女の子に育ってね。

（頃末323－5）

町内から20チームが参加して開かれた
ゲートボール大会（吉田球場にて）

雲等冨左票が優勝

⊂空拳町バご：芸芸団］
三　優　〔　五三　優
位勝　五　位位勝

年
机　頃　〕　机猪伊
末

四二
位位

吉猪
田熊

熊左
座

四　二

位位

頃　吉
末　田

町
内
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団
が
集

ま
り
、
今
年
度
第
一
回
の
交
流
、
総
当

り
リ
ー
グ
戦
が
五
月
二
十
日
、
町
民
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
、
六
年
・
五
チ
ー
ム

五
年
・
四
チ
ー
ム
。
力
い
っ
ぱ
い
の
プ

レ
ー
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
。

〔
六
年
〕

訂
正
と
お
わ
び

5
月
2
5
日
号
掲
載
の

「
高
齢
者
教
養
講
座
の
開

催
」
お
知
ら
せ
文
中
、
地

区
割
が
間
違
っ
て
お
り
ま

し
た
の
で
訂
正
し
、
お
わ

び
い
た
し
ま
す
。

（
正
し
い
地
区
割
）

6
月
2
7
日
「
南
部
の
人
」

6
月
2
8
日
「
北
部
の
人
」
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く
ら
し
の
情
報
一
拍
㌍
㌍
0
6
。
描
一
鱒
清
畠

心
身
障
害
児

「
巡
回
教
育
相
談
」

福
岡
県
教
育
委
員
会
で
は
、
心
身
に

障
害
を
も
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
の
、
現

在
の
状
態
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ

き
、
子
供
の
能
力
や
適
性
が
十
分
に
伸

ば
せ
る
よ
う
に
、
就
学
前
の
お
子
さ
ん

の
保
護
者
の
万
を
対
象
と
し
て
、
次
の

と
お
り
教
育
相
談
を
行
い
ま
す
。

▽
相
談
日
時
　
7
月
2
6
日
（
木
）

1
0
時
～
1
6
時
3
0
分

高校生のみなさん
ボランティア活動に参加しません

福
岡
県
教
育
庁
北
九
州

教
育
事
務
所
で
は
、
高
校

生
が
地
域
社
会
の
二
見
と

し
て
の
自
覚
と
関
心
を
深

め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
関
す
る
基
本
的
知
識
・

技
能
を
習
得
さ
せ
る
た

め
、
次
の
と
お
り
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
を

開
き
ま
す
。

▽
期
日
（
前
期
）
8
月
1
7

日
～
1
8
日
（
後
期

）
　
1
1
月
1
1
日

▽
会
場
　
福
岡
県
立
「
英

彦
山
青
年
の
家
」

▽
申
込
み
先

6
月
2
5
日
ま
で
に
、
水

巻
町
教
育
委
員
会
社
会
教

育
係
ま
で
。

▽
相
談
場
所
　
八
幡
西
区
則
松
「
福
岡

県
八
幡
総
合
庁
舎
第
二
会
議
室
」

▽
相
談
内
容
　
①
日
常
の
家
庭
生
活
で

困
っ
て
い
る
問
題
　
㊥
幼
稚
園
、

保
育
園
な
ど
で
困
っ
て
い
る
問
題

㊥
子
供
の
精
神
発
達
、
発
育
障
害

に
関
す
る
問
題
　
④
入
学
に
関
す

る
聞
題
…
…
な
ど
。

▽
対
象
者
　
　
就
学
前
の
心
身
障
害
児

（
〇
歳
か
ら
六
歳
ま
で
）
を
持
つ

保
護
者
で
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方

▽
申
込
み
先

六
月
三
十
日
ま
で
に
、
水
巻
町
教

育
委
員
会
学
校
教
育
係
へ
。

献血にご協力ください
献血は、あなたの健康状態をチェックする

ｔ健康診断。です。

あなたの気持ちを、因っている人に－愛

の献血にご協力をお願いします。

♭と　き　6月16日（土）
午前10時～午後4時

♭ところ　水巻アピロス店正面玄関前
（梅ノ木団地）

ノｌ′ヽ′ｌ＝ｌｌＪ．ｌ．′ヽノ．1日ｌ．′Ｕへ′ｌＨｌｌ′ヽ′ｌノＩｌｍｌ′＞＞ｌｌｌｌｌｌ′ＶＶ‘‖ｌｌノヽ（′ｌ‖ｌｌＷｍＩｌ．′

視
覚
障
害
者
の
つ
ど
い

〝
障
害
者
の
住
み
よ
い
町
づ
く
り
″

を
テ
ー
マ
に
、
「
視
覚
障
害
者
の
つ
ど

い
」
が
開
か
れ
ま
す
。

景
気
の
低
迷
に
よ
り
福
祉
の
後
退
が

叫
ば
れ
、
障
害
者
に
と
っ
て
も
そ
の
影

響
は
深
刻
で
、
雇
用
問
題
を
と
っ
て
も

な
か
な
か
進
ま
な
い
状
況
で
す
。
障
害

者
も
社
会
的
に
他
の
一
般
の
人
と
同
じ

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
に
し

た
い
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
障
害
者
自
身
、
障

害
を
克
服
す
る
努
力
と
健
常
者
の
理
解

と
関
心
を
更
に
深
め
さ
せ
、
障
害
者
問

題
の
解
決
と
福
祉
の
増
進
を
推
し
進
め

（

る
活
動
を
積
極
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
全
員
参
加
さ
れ
、
日
頃
患
っ
て
い
る

意
見
を
充
分
出
し
合
っ
て
、
少
し
で
も

住
み
よ
い
私
達
の
町
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
と
　
き
　
6
月
1
7
日
（
日
）

午
前
1
0
時
か
ら

▽
と
こ
ろ
　
身
障
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
内
容

○
障
害
者
の
住
み
よ
い
町
づ
く
り

○
座
談
会

康　教　室健

受講者募集

○

レ

ク

リ

ェ

ー

シ

ョ

ン

（
舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
）

〝
健
康
〟
…
…
使
い
な
れ
た

言
葉
で
す
。
大
切
だ
と
わ
か
っ

て
い
て
も
、
さ
て
　
－
　
ど
う
す

れ
ば
〝
健
康
″
を
維
持
で
き
る

か
、
あ
ら
た
め
て
聞
か
れ
る
と

首
を
ひ
ね
る
人
も
多
い
と
思
い

ま
す
。こ

の
機
会
に
「
健
康
と
運
動
」

「
健
康
と
栄
養
」
に
つ
い
て
勉

強
し
、
自
分
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
申
込
み
先
　
役
場
衛
生
係

へ
　
（
定
員
2
0
名
に
な
り

次
第
締
切
り
ま
す
）

▽
そ
の
他
　
年
齢
に
関
係
な

く
申
込
ろ
下
さ
い
。
原

則
と
し
て
五
回
と
も
受

講
し
て
下
さ
い
。

プログラム
年率翼致壷鳶群㌻ポ墾撚 単語箪野準輿野草登琴雫 貧審璧容量詳凝滞鶉毒鍔

母語麗紅

Ｖ“浣壷熟

・凍 施 招・戦 鋤 聯 「

こミｇ
ｍ

ｍ
笥喜美譜憲

13 ：10

15 ：30

役 場西 別館
開　　　　 講　　　 式

「成 人病 は予 防で きるか」
医　　　 師

検 尿 ・血 圧 測定

肥 満 度 テ ス ト

ノ1、ｇ法豪 集栽誉享葦

町 民体 育館 レクリエーシ ョン ・ダンス 川 原 先 生
検 尿 ・血 圧 測定

血 液検 査

敷率

．ニブギノブ

Ｕｚｖ5、．、ニ　　　　　　 3

窪宰識 薪

遠 賀保健 所 健 康 食 調 理 実 習 （Ｉ） 吉 田栄 養 士
塩 分　 テ　 ス ト

（朝 の み そ汁 ）

粒 立

ち　ニ2、 Ｈも

葦

町 民体 育館 レクリエーシ ョン ・ダンス 川 原 先 生 検 尿 ・血圧 測 定

・、ヌ
嘉※※工言惑鞭津野 遠 賀保健 所 健 康 食 調 理 実 習 （Ⅱ） 吉 田栄 養士

塩 分　 テ　 ス ト

（朝 の み そ汁 ）

′‾＼
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大
人
は
子
供
に
ど
う
接
す
べ
き
か
…

「
青
少
年
健
全
育
成
講
演
会
を
開
催
」

水
巻
町
教
育
委
員
会
で
は
、
「
現
代

の
子
ど
も
の
心
理
と
大
人
と
し
て
の
対

応
の
し
か
た
」
と
題
し
て
、
次
の
と
お

り
講
演
会
を
開
き
ま
す
。

青
少
年
問
題
協
議
会
の
委
員
を
対
象

と
し
て
お
り
ま
す
が
、
と
て
も
有
意
義

な
話
し
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
話
し

県
職
員
採
用
試
験

（
上
級
・
中
級
職
）

▽
試
験
の
種
類
と
区
分

上
級
＝
行
政
、
学
校
事
務
、
社
会
福

祉
、
土
木
、
建
築
、
農
業
、
農
業

土
木
、
林
業
、
畜
産
、
水
産
、
獣

医
師
　
中
級
＝
農
業

▽
受
験
資
格

上
級
＝
昭
和
3
0
年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
3
8
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者
。
社
会
福
祉
と
獣
医
師
は
、

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
主
事
の
資
格

獣
医
師
の
免
許
を
有
す
る
者
又
は

昭
和
6
0
年
3
月
ま
で
に
資
格
及
び

免
許
を
取
得
す
る
見
込
み
の
者
。

中
級
＝
昭
和
3
4
年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
4
0
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者
。

▽
受
付
期
間
　
6
月
1
1
日
～
6
月
2
3
日

▽
試
験
日
　
7
月
1
5
日

▽
申
込
用
紙
請
求
先
及
び
申
込
先

福
岡
県
人
事
委
員
会
任
用
課
（
〒

8
1
2
　
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
七

番
七
号
県
庁
内
）

※
試
験
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、

福
岡
県
人
事
委
員
会
任
用
謀
（
晋
0

9

2

・

6

4

1

・

3

8

8

3

）

　

へ

。

を
聞
き
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
と
　
き
　
6
月
1
9
日
（
火
）

午
後
6
時
3
0
分
か
ら

▽
と
こ
ろ
　
水
巻
町
民
会
館
ホ
ー

レー
ノ

▽
講
演
内
容
及
び
講
師

「
現
代
の
子
ど
も
の
心
理
と

大
人
と
し
て
の
対
応
の
し
か
た
」

福
岡
教
育
大
学
・
心
理
学
科

教
授
　
岡
村
二
郎
先
生

県
警
察
官
採
用
試
験

（
大
学
卒
業
程
度
）

▽
受
験
資
格

昭
和
3
2
年
4
片
2
日
か
ら
昭
和
3
8

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子

で
、
大
学
（
短
大
を
除
く
）
の
卒
業

者
又
は
昭
和
6
0
年
3
月
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
者
。

▽
受
付
期
間
　
6
月
1
1
日
～
7
月
1
0
日

▽
試
験
日
　
7
月
2
9
日

▽
申
込
用
紙
請
求
先

福
岡
県
下
の
各
警
察
署
、
派
出
所

駐
在
所
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

▽
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
警
察
本
部
警
務
課
任
用
係

（
〒
8
1
2
　
福
岡
市
博
多
区
東
公

園
七
番
七
号
　
魯
0
9
2
・
6
2
2

・

0

7

0

0

又

は

6

4

1

・

4

1

4

1
）1

6
㍉
映
写
技
術
講
習
会

映
写
機
を
活
用
し
て
社
会
教
育
、
学

校
教
育
の
学
習
効
果
を
高
め
る
こ
と
が

大
切
に
な
っ
て
い
ま
す
。
よ
り
よ
い
祝

．－1．・・一・一‥、－・・一‥・

う
た
め
に
、
坤
㍉
映
写

の
講
習
会
を
開
き
ま
す

月
2
6
日
（
火
）

午
後
6
時
か
ら

▽
場
　
所
　
水
巻
町
民
会
館

▽
対
象
者
　
福
岡
県
教
育
委
員
会
の
1
6

㍉
映
写
機
操
作
認
可
者

毒
物
劇
物
販
扱
者
試
験

▽
受
験
資
格
　
特
に
制
限
な
し

▽
受
付
期
間
　
6
月
2
0
日
～
6
月
2
9
日

▽
試
験
日
　
8
月
3
日
（
金
）

▽
申
込
用
紙
請
求
及
び
提
出
先
、
又
こ

の
試
験
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は

遠
賀
保
健
所
（
水
巻
町
吉
田
　
審

2

0

1

・

4

1

6

1

）

　

へ

。

児
童
手
当

特
別
給
付

現
況
届
を
受
付
中

期

限

　

6

月

3

0

日

ま

で

‥

児
童
手
当
、
特
別
給
付
を
受
け
て
い

る
万
は
、
六
月
三
十
日
ま
で
に
「
現
況

届
」
を
役
場
社
会
課
老
人
児
童
係
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
届
は
、
受
給
者
の
前
年
の
所
得

状
況
や
養
育
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
た

め
、
毎
年
行
な
い
ま
す
。
届
出
が
な
い

場
合
は
、
引
き
続
き
受
給
資
格
が
あ
っ

て
も
、
六
月
分
以
後
の
児
童
手
当
の
支

給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
か
ら
、
必
ず
期
限
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

〔
持
参
す
る
も
の
〕

○
印
鑑

0
5
9
年
度
町
県
民
税
特
別
徴
収
税
額
通

知
書
（
給
与
所
得
の
人
）

0
5
9
年
度
町
県
民
税
納
税
通
知
書
（
自

営
業
等
の
人
）

○
特
別
給
付
に
つ
い
て
は
、
厚
生
年
金

の
証
書
（
手
帳
）
又
は
会
社
の
加
入

証
明
が
必
要
で
す
。

○
届
出
書
　
（
老
人
児
童
係
に
あ
り
ま

す
）
。
な
お
、
5
9
年
1
月
1
日
水
巻

町
に
住
民
登
録
さ
れ
て
な
い
方
は
、

前
住
所
の
役
所
か
ら
、
5
9
年
度
の
所

得
証
明
（
児
童
手
当
用
）
　
の
交
付
を

受
け
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

消
防
設
備
士
試
験

が
あ
り
ま
す

▽
試
験
日
。
0
月
5
日
（
日
）

▽
会
　
場
　
北
九
州
市
及
び
福
岡
市

▽
願
書
受
付
場
所
及
び
期
間

北
九
州
市
消
防
局

6

月

2

5

日

～

6

月

2

6

日

〔
受
験
準
備
講
習
会
〕

▽
講
習
日
　
7
月
2
1
日
・
2
2
日

▽
場
　
所
　
中
間
市
中
央
公
民
館

▽
講
習
会
受
付
場
所
及
び
期
間

遠
賀
郡
消
防
署

6

月

2

5

日

～

7

月

1

8

日

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
遠
賀
郡
消
防

、
署
指
導
係
（
魯
2
9
3
・
1
亡
Ｚ
3

1
）
　
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

☆
卓
球
台
を
あ
り
が
と
う

下
二
の
〝
エ
ル
ム
卓
球
ク
ラ
ブ
　
（

代
表
・
舟
津
寿
一
氏
）
さ
ん
か
ら
、

第
一
回
町
内
卓
球
大
会
を
記
念
し

て
、
町
民
体
育
館
に
卓
球
台
（
一
台
）

、
の
寄
贈
を
免
が
ま
し
た
。
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
と
共
に
、
社
会
体
育
に
役

立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

1
☆
香
典
返
し
と
し
て

香
典
返
し
と
し
て
次
の
万
か
ら
、

社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
贈
が
あ
り

ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

。
吉
田
の
三
　
故
古
賀
茂
行
殿

古
賀
茂
道
殿

。
畢
　
末
　
故
小
寺
妙
秀
殿

小
寺
忠
助
殿

。
下
　
　
二
　
故
吉
野
　
恕
疲

吉
野
　
孝
殿

。
高
松
団
地
　
故
清
水
勝
己
殿

清
水
千
代
乃
殿



玉、る　さ　と　探　訪
わたしたちのぷ＼るさとは、横坑と深いつながりをもった町です。昭和9年三好鉱業所までの
炭1汽について’、みなさんに紹介していきます

水
巻
丑

石
　
炭
　
物
　
語
　
出

－
　
炭
　
　
坑

つ
ぎ
は
ナ
ン
パ
節
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
歌
う
ナ
ン
パ
押

し
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
「
ツ
ル
ベ
掘
り
」
の
と
こ
ろ
で

書
い
た
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
な
お
ナ
ン
パ
は
天

保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
に
宇
部
の
亀
浦
に
お
い
て
木
綿

草
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
つ
く
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、

ナ
ン
パ
節
は
炭
坑
唄
の
な
か
に
あ
っ
て
最
も
古
い
唄
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
男
の
働
く
な
か
で
の
女
の
職
場
で

あ
っ
た
せ
い
か
、
男
女
関
係
を
歌
っ
た
卑
猥
な
唄
が
多
く

て
、
唄
は
ナ
ン
パ
を
押
す
の
に
力
を
入
れ
る
の
で
、
最
後

に
「
チ
ー
ト
コ
、
バ
ー
コ
ト
」
の
か
け
声
が
つ
く
。

へ
切
れ
て
し
ま
え
ば
　
ま
た
新
し
く
よ

か
け
て
よ
り
添
う
ナ
ン
パ
押
し

チ
ー
ト
コ
　
バ
ー
コ
ト
（
以
下
略
）

へ
親
の
前
で
は
唄
だ
け
や
御
免
よ

色
の
交
ら
ぬ
唄
は
な
い

へ
ナ
ン
パ
小
屋
で
は
色
事
な
ら
ぬ

し
よ
ち
ノ
1
．
ぎ

床
几
で
や
ら
か
せ
目
が
あ
ゆ
る
（
人
目
に
つ
く
）

つ
づ
い
て
採
炭
節
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
チ
ョ
ン
コ
節

と
ゴ
ッ
ト
ン
節
が
あ
っ
て
、
一
般
に
チ
ョ
ン
コ
節
の
変
形

し
た
の
が
ゴ
ッ
ト
ン
節
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
ず

チ
ョ
ン
コ
節
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
遠
賀
川
下
流
の
遠
賀
鞍

手
の
ヤ
マ
に
お
い
て
明
治
十
七
、
八
年
こ
ろ
か
ら
歌
わ
れ

て
、
の
ち
に
筑
豊
全
域
へ
流
行
し
て
い
っ
た
坑
内
の
ザ
レ

唄
で
、
チ
ョ
ン
コ
と
は
男
女
の
交
合
を
意
味
し
て
い
る
。

ｌ
ｅ
ｈ
ソ
は

唄
は
切
羽
の
な
か
で
先
山
の
男
と
後
山
の
女
が
か
け
合
い

で
歌
う
の
で
、
わ
い
せ
つ
な
歌
詞
が
多
く
て
最
後
に
チ
ョ

唄

　

　

　

2

　

1

ン
コ
が
つ
く
。

へ
親
が
チ
ヨ
ン
コ
し
て
　
わ
し
こ
し
ら
え
て

わ
し
が
チ
ヨ
ン
コ
す
り
や
意
見
す
る

チ
ヨ
ン
コ

へ
い
れ
て
お
く
れ
よ
大
き
な
枠
を

い
れ
た
ら
し
っ
か
り
締
め
て
く
れ

ま
た
ゴ
ッ
ト
ン
節
は
、
す
で
に
明
治
三
十
年
こ
ろ
歌
わ

れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
れ
の
流
行
し
た
の
は
大
正

に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
ゴ
ッ
ト
ン
と
は
炭
事
が
レ
ー
ル

の
継
目
で
音
の
す
る
の
か
ら
名
づ
け
た
唄
で
、
実
際
に
静

か
な
坑
内
に
お
い
て
は
、
リ
ズ
ム
感
の
あ
る
音
で
あ
っ
た

と
い
わ
れ
る
。

へ
朝
も
早
よ
か
ら
カ
ン
テ
ラ
さ
げ
て

ま
ぶ

娘
ざ
か
り
を
間
歩
の
な
か

ゴ
ツ
ト
ン

へ
汽
車
が
も
の
い
う
た
遠
賀
の
土
手
で

娘
島
田
を
た
だ
乗
し
ょ
と

最
後
は
選
炭
節
で
あ
る
が
、
こ
れ
の
歌
わ
れ
た
の
は
明

一

治
末
期
か
ら
で
、
そ
の
元
唄
は
日
露
戦
争
後
に
流
行
し
た

ラ
ッ
パ
節
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

カ

カ

　

　

　

　

　

邑

や

へ
今
な
る
鐘
は
非
常
招
集
か
な
、
お
頻
ズ
ボ
ン
出
せ
脚

は
ん絆

だ
せ
、
あ
わ
て
さ
ん
す
な
こ
ち
の
人
、
お
前
さ
ん

の
脚
絆
は
右
左

ト

コ

　

ト

ー

ツ

ト

　

ト

ッ

ト

ツ

ト

ー

こ
の
唄
が
第
一
次
世
界
大
戦
の
石
炭
景
気
の
波
に
の
っ

て
自
然
に
編
曲
さ
れ
た
の
が
選
炭
節
で
、
今
で
は
田
川
地

方
に
残
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
古
老
の
話
に

よ
れ
ば
遠
賀
鞍
手
の
ヤ
マ
に
お
い
て
も
大
正
時
代
に
は
盛

ん
に
歌
わ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

ふ
る
い

と
こ
ろ
で
音
の
選
炭
は
、
万
石
と
い
っ
た
術
で
原
炭
を

選
別
し
て
い
た
が
、
こ
れ
が
明
治
末
期
に
な
る
と
ベ
ル
ト

コ
ン
ベ
ア
ー
の
両
側
に
並
ん
だ
選
炭
婦
に
よ
っ
て
選
別
す

る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
と
き
に
歌
っ
た
の
が
こ
の
唄

で
あ
る
。
当
時
、
選
炭
場
で
働
く
女
た
ち
は
、
炭
塵
か
ら

肌
を
守
る
た
め
に
厚
化
粧
を
し
て
い
た
の
で
、
殺
風
景
な

ヤ
マ
の
な
か
に
あ
っ
て
選
炭
婦
は
職
場
の
花
で
あ
っ
た
。

そ
の
う
え
多
勢
の
女
で
雰
囲
気
は
あ
で
や
か
に
な
り
、
し

ょ
せ
ん
唄
も
色
恋
に
関
係
し
た
も
の
が
多
く
歌
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
坑
内
唄
に
く
ら
ペ
る
と
ド
ギ

ツ
イ
と
こ
ろ
が
な
く
て
、
サ
ラ
ッ
ト
し
た
と
こ
ろ
に
こ
の

唄
の
魅
力
が
あ
る
。

へ
雪
に
さ
ら
さ
れ
選
炭
す
る
も

主
に
甲
斐
性
が
な
い
ゆ
え
に

へ
梓
取
さ
ん
に
ウ
ン
と
言
う
て
お
か
に
や

は
こ

恋
の
意
気
地
で
炭
函
や
ら
ぬ

へ
来
る
か
来
る
か
と
待
つ
夜
は
ふ
け
て

ゴ
ン
と
知
ら
せ
の
鐘
に
く
や

こ
き
ゆ
う

へ
三
味
は
三
筋
に
胡
弓
は
四
筋

わ
た
し
や
サ
マ
ち
ゃ
ん
一
筋
に

へ
ひ
と
り
丸
寝
の
片
袖
ま
く
ら

髪
も
そ
そ
け
に
や
（
乱
れ
な
い
）
名
も
た
た
ぬ

な
お
選
炭
節
は
、
の
ち
に
「
ア
ラ
ヨ
イ
ヨ
イ
」
が
終
り

に
つ
い
た
が
、
こ
れ
は
採
炭
節
が
の
ち
に
「
サ
ノ
ヨ
イ
ヨ

イ
」
に
か
わ
っ
た
の
と
ユ
緒
に
な
っ
て
、
今
の
炭
坑
節
の

「
サ
ノ
ヨ
イ
ヨ
イ
」
　
へ
と
歌
い
つ
が
れ
て
い
っ
た
。

（
こ
れ
ら
の
楽
譜
を
ご
希
望
の
万
は
総
顧
課
ま
で
〕

（
文
）
水
巻
町
郷
土
史
研
究
会
　
会
長
　
柴
田
貞
志

□
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門

□
編
集
水
巻
町
総
務
課
（
電
2
0
1
Ｌ
4
3
2
1
）
〔

□
印
刷
　
冷
牟
田
印
刷
合
資
会
社


